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Shinko
Hospital

神鋼病院理念

基本方針

１．患者さんの立場にたった｢あたたかい｣
　　医療を提供します。

２．個人の尊厳と生活の質を重視した
　　医療を実践します。

３．より良い医療を提供するために、
　　常に学・技の研鑽に励みます。

４．全ての領域における医療安全に
　　最大限の注意を払います。

５．快適で清潔な医療環境の構築に
　　努力します。

地域医療に貢献し、

信頼される病院を目指します。

医療法人社団 神鋼会 神鋼病院

Information 3

講演会のご案内

□ 日　　時：平成25年２月15日（金）19時00分～20時30分
□ 場　　所：呼吸器センター・管理棟 5階　大会議室
□ ミニレクチャー：『楽しく海外旅行に行く前に･･･ －世界の感染症とその対策－』
  　座長：神鋼病院副院長 　鈴木　雄一郎
  　講師：日本赤十字社 和歌山医療センター 感染症科 部長　大津 聡子 先生
□ そ の 他：日医生涯教育講座認定1.5単位取得予定、軽食をご用意しております。

■ 東神戸 総合内科講演会

※ 詳細につきましてはホームページをご覧ください

がん地域連携パスへのご参加のお願い
　平成23年６月に兵庫県指定がん診療連携拠点病院の指定を受け、質の高いがん医療を提供できるよう、

診療機能の充実と体制作りを目指しております。がん診療の連携についてご理解・ご協力と、がん地域連携

パスへのご参加をよろしくお願い申し上げます。

Information 2

＊がん地域連携パス対象疾患︓肺がん・胃がん・大腸がん・肝がん・乳がん

□ 日　　時：平成25年2月21日（木）18時30分～19時30分
□ 場　　所：呼吸器センター・管理棟 5階　大会議室
□ ミニレクチャー：『個人個人で異なる膵癌の外科治療』
  　講師：神鋼病院 副院長・外科主任部長　東山　洋
□ そ の 他：日本医師会生涯教育講座１単位申請しております

■ オーダーメイド医療研究会 講演会

（神戸市中央区脇浜町1-4-47   TEL(078)261-6739）

（神戸市中央区脇浜町1-4-47   TEL(078)261-6739）

新入職医師のご紹介
Information １

12

上野　泰
Yasushi Ueno

脳神経外科 部長

平成４年京都大学卒業。京都大学非常勤講師。
日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専
門医、日本脳神経血管内治療学会専門医、日本
がん治療認定医機構認定医、日本神経内視鏡学
会技術認定医、Doctor of doctors ネットワーク
優秀専門医等の資格をもつ。
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24 時間 365 日 当直体制︕脳卒中センタースタッフにつながります

2013年１月 ＳＣＵを開設しました

 脳卒中ホットライン【080-4613-6238】  脳卒中メール【nouge1@shinkohp.or.jp】

Medical
News

Shinko Hospital

Vol.68
February 2013

・ＳＣＵを開設しました

・開業医探訪「土田クリニック」

・Information

　・新入職医師のご紹介

　・開業医の先生へのお願い

　・講演会のご案内
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２
０
１
３
年
１
月
よ
り
、
４
階
東
病

棟
に
待
望
の
脳
卒
中
集
中
治
療
室

(stro
ke care u

n
it ; 

Ｓ
Ｃ
Ｕ)

が
完
成

し
ま
し
た
。
現
在
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
22

床
（う
ち
集
中
治
療
室
：
Ｓ
Ｃ
Ｕ
３
床
、

高
度
治
療
室

：
Ｈ
Ｃ
Ｕ
６
床
）
が
稼
働

し
て
お
り
ま
す
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
、

経
頭
蓋
ド
ッ
プ
ラ
ー
、
32
チ
ャ
ン
ネ
ル

脳
波
モ
ニ
タ
ー
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
末
梢
神
経

刺
激
装
置
、
血
液
凝
集
能
測
定
装
置

V
erify N

o
w

は
じ
め
最
先
端
の
治
療

装
置
を
整
え
ま
し
た
。

　

脳
外
科
ス
タ
ッ
フ
６
名
と
脳
卒
中
治

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
発
⾜
、

脳
卒
中
集
中
治
療
室(

Ｓ
Ｃ
Ｕ)

の
設
置

療
経
験
の
あ
る
神
経
内
科
医
ス
タ
ッ
フ

２
名
の
合
計
８
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

本
格
的
な
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
春
か
ら
は
さ
ら
に

３
名
の
ス
タ
ッ
フ
・
レ
ジ
デ
ン
ト
が
加

わ
り
ま
す
。
同
時
に
脳
卒
中
当
直
室

を
完
備
し
、
現
在
24
時
間

・
３
６
５

日
当
直
体
制
で
急
性
期
の
脳
卒
中
治

療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
脳
卒
中

メ
ー
ル
を
設
置
し
、
24
時
間
当
直
体

制
で
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
繋

が
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

脳
卒
中
集
中
治
療
室(

Ｓ
Ｃ
Ｕ)

の
意
味

　

Ｓ
Ｃ
Ｕ
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
９
床
は
専
任
ナ
ー

ス
も
増
員
し
、
最
新
の
モ
ニ
タ
ー
機
器

も
完
備
し
た
病
床
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
毎
朝
８
時
か
ら
脳
神
経
外
科

・

脳
卒
中
内
科
医
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
、
毎
週
月
曜
日

・
木
曜
日

は
総
回
診
を
行
い
、
入
院

・
外
来
を

含
め
全
症
例
の
治
療
経
過

・
治
療
方

針

・
治
療
戦
略
の
確
認
を
繰
り
返
し

行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
毎
週
月
曜

日
午
後
５
時
か
ら
看
護
師

・
理
学
療

法
士
と
合
同
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

■ 急性期脳梗塞 ｔPA 静注療法

4
脳⾎流の
回復

アルテプラーゼ
投与

アルテプラーゼ

2

⾎管がつまる

⾎栓

⾎液

1
⾎栓を溶かす

アルテプラーゼが
⾎栓を溶かす

3

急
性
期
脳
梗
塞
に
対
す
る
⾎
管
内
治
療
の
選
択
肢

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
水
曜
日
午
後
５
時
半

か
ら
は
医
師

・
レ
ジ
デ
ン
ト
が
集
ま
り

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
は
協
調
的
な
多
職
種
に
よ
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
介
護
師
の
定

期
的
な
関
与

・
教
育
と
訓
練
の
標
準

計
画
な
ど
を
目
標
に
、
き
め
細
か
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
受
け
入
れ
体
制
と
し
て
脳
外

科
医

・
脳
卒
中
内
科
医
８
名
で
脳
卒

中
チ
ー
ム
を
組
み
、
24
時
間

・
３
６
５

日
脳
卒
中
の
専
門
医
が
当
直
し
て
い

ま
す
。
救
急
隊

・
か
か
り
つ
け
医

・

近
隣
の
病
院
か
ら
の
連
絡
を
専
用
の

直
通
電
話
で
受
け
取
り
、
メ
ー
ル
を

使
っ
た
画
像
の
や
り
取
り
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
従
来
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
利
用

し
、
脳
卒
中
に
関
し
て
は
救
急
車
が

出
来
る
だ
け
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
体
制
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。
脳
卒
中
が
疑
わ
れ

れ
ば
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
連
絡
し
、
救

急
車
で
い
ち
早
く
病
院
に
搬
送
し
て

下
さ
い
。

　

脳
卒
中
集
中
治
療
室
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
は
、

心
疾
患
のC

o
ro

n
ary C

are U
n
it(

Ｃ

Ｃ
Ｕ)

と
同
じ
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
通
常
、
脳
卒
中
急

性
期
の
病
態
が
不
安
定
な
時
期
に
高

度
な
集
中
治
療
を
行
う
病
棟
を
意

味
し
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
、
理
学

・

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
多
職
種
で
構
成

さ
れ
た
脳
卒
中
専
門
の
総
合
医
療
チ
ー

ム
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
医
療
介
入

を
行
い
、
脳
卒
中
専
門
病
棟
で
脳
卒

中
急
性
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
を
一
貫
し
て
施
行
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｕ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
一
般
病
床
で
の
治
療
と
比
較

し
、
①
死
亡
率
の
低
下
、
②
在
院
期

間
の
短
縮
、
③
自
宅
退
院
率
の
増

加
、
④
長
期
的
な
日
常
生
活
能
力
や

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出

来
る
、
な
ど
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
邦
の
脳
卒
中
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

お
い
て
も
グ
レ
ー
ド
Ａ
で
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
急
性

期
治
療
後
の
体
制
も
確
立
し
て
お
り

ま
す
。
回
復
期
お
よ
び
維
持
期
に
は
、

相
当
す
る
地
域
の
医
療
機
関
と
連
絡

を
取
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全

体
で
脳
卒
中
患
者
さ
ん
へ
良
質
な
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

際
に
は
患
者
さ
ん
の
病
状
や
治
療
に

関
す
る
情
報
を
共
有
す
る

「脳
卒
中

地
域
連
携
パ
ス
」
を
作
成
し
て
お
り
、

医
療
機
関
や
主
治
医
が
交
代
し
て
も

患
者
さ
ん
は
安
心
し
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
は
さ
ら
に
ス

タ
ッ
フ
・
レ
ジ
デ
ン
ト
が
増
員
さ
れ
る

予
定
で
す
。
設
備

・
マ
ン
パ
ワ
ー

・
連

携
体
制
を
益
々
強
力
に
し
、
地
域
の

脳
卒
中
診
療
の
一
翼
を
担
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
予
防
、
つ
ま
り
高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
な
ど
生
活
習
慣
病
の
管

理
、
お
よ
び
心
房
細
動
な
ど
へ
の
抗
凝

固
療
法
の
徹
底
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
万
が
一
脳
梗
塞
を
発
症
し
た
場

合
で
も
、
最
新
の
急
性
期
治
療
法
の

進
歩
に
よ
り
、
少
し
で
も
早
く
治
療

を
受
け
れ
ば
、
救
命
や
後
遺
症
の
低

減
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

脳
梗
塞
急
性
期
治
療
と
し
て
高
い

有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
の
が
、
組

織
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
活
性
化
因
子

（tissu
e p

lasm
in

o
gen

 activato
r

；
ｔ

-

Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
血
栓
溶
解
療
法
で
、
発

症
３
時
間
以
内
の
急
性
期
脳
梗
塞
に

対
す
る
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療
法
が
、
３
ヶ
月

後
の
社
会
生
活
が
自
立
し
た
患
者
を

有
意
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
２
０
０
５
年
10
月
我
が 

国
で
も
ｔ-

Ｐ
Ａ
が
脳
梗
塞
の
超
急
性

期
治
療
薬
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療
法

は
脳
梗
塞
の
症
状
出
現
か
ら
３
時
間

以
内
し
か
使
え
ず
、
出
血
性
合
併
症

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
適
用
症
例
が
限
ら
れ
、
実
際
の
臨

床
現
場
で
は
脳
梗
塞
患
者
さ
ん
の
わ

ず
か
３
～
５
％
程
度
に
し
か
使
用
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
３
時
間

以
内
に
治
療
を
開
始
す
る
に
は
、
最

低
２
時
間
以
内
に
病
院
に
到
着
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
脳
卒
中

救
急
医
療
体
制
の
確
立
が
急
務
で

す
。

　

２
０
０
８
年
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｓ
３
研
究
で

は
、
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療
法
が
発
症
３
～
４

時
間
30
分
の
脳
梗
塞
に
も
有
効
で
あ

る
こ
と
が
証

明

さ

れ

（N E
n
gl J 

M
ed

. 2
0
0
8

）
、
日
本
で
も
２
０
１
２
年

９
月
よ
り
発
症
４
時
間
30
分
ま
で
の

脳
梗
塞
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
「わ
ず

か
１
時
間
30
分
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
の
臨
床
の
現
場

で
は
こ
の
差
は
と
て
も
大
き
く
、
今
後

は
よ
り
多
く
の
脳
梗
塞
が
救
え
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
残

念
な
が
ら
投
薬
療
法
だ
け
で
は
救
え

な
い
症
例
は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
も
現
実

で
す
。

　

内
頸
動
脈
や
中
大
脳
動
脈
な
ど
、

主
幹
部
の
脳
動
脈
が
急
性
閉
塞
し
た

こ
と
に
よ
る
脳
梗
塞
は
、
範
囲
も
広

く
、
二
次
的
に
広
範
な
脳
浮
腫

・
出

血
性
梗
塞
を
来
す
事
か
ら
、
発
症
早

期
に
閉
塞
血
管
の
再
開
通
が
得
ら
れ

な
い
と
生
命
予
後
や
機
能
予
後
が
極

め
て
不
良
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
主

幹
脳
動
脈
閉
塞
に
よ
る
発
症
８
時
間

以
内
の
急
性
期
脳
梗
塞
症
例
に
お
い

て
、
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療
法
が
行
え
な
い
例

や
、
投
与
後
も
症
状
の
改
善
が
認
め

ら
れ
な
い
例
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い

た
血
管
内
治
療
に
よ
っ
て
血
流
再
開

を
得
る
た
め
の
新
た
な
治
療
機
器
（
デ

■ Merci ⾎栓回収カテーテル■ penumbra ⾎栓吸引カテーテル装置

■ 頚動脈ステント ■ 頚動脈ステント留置術

治療前 治療後

急
性
期
脳
卒
中
・
脳
梗
塞
の
最
前
線
基
地
に

バ
イ
ス
）
が
、
今
日
次
々
と
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
最
新

の
血
栓
回
収
機
器
で
あ
る

M
erci®

リ
ト
リ
ー
バ
ル
シ
ス
テ
ム
（Co

n
cen

tric 

M
ed

ical

社
製
）
、P

en
u
m

b
ra

シ
ス
テ

ム®

（Pen
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は
血
流
再

開
通
が
65
％
と
良
好
な
血
流
再
開
通

率
が
得
ら
れ
、
神
鋼
病
院
で
も
既
に

多
く
の
症
例
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
血

流
再
開
通
治
療
後
の
90
日
後
の
生
活

自
立
度
の
割
合
は
、
再
開
通
が
得
ら

れ
た
例
で
48
％
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
例

で
わ
ず
か
５
％
で
閉
塞
血
管
を
「
再
開

通
出
来
る
か
出
来
な
い
か
」
が
最
も
重

要
で
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

 
さ
ら
に
今
後
は
欧
州
で
臨
床
応
用
の

始
ま
っ
たS
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な
ど
の
ス
テ
ン
ト
型
の
血
栓
回
収
機
器

も
国
内
で
承
認
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ン
ト
型
血

栓
回
収
機
器
は
、
発
症
８
時
間
以
内

の
脳
梗
塞
に
対
す
る
初
期
治
療
成
績

で
は
再
開
通
率
は
実
に
90
％
、
３
ヶ
月

後
の
日
常
生
活
自
立
は
47
％
と
極
め

て
良
好
で
す
。
日
本
で
も
よ
う
や
く

臨
床
治
験
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お

り
、
神
鋼
病
院
で
は
神
戸
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
と
連
携

し
、
治
療
可
能
な
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
い
ち
早
く
転
送
し
、
こ
の
ス
テ
ン
ト

型
機
器
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

新
治
療
の
恩
恵
を
⼀
⼈
で
も

多
く
の
患
者
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　

急
性
期
脳
梗
塞
に
対
す
る
治
療
法

は
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
続
け

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
よ
り
早
く
治

療
を
開
始
す
る
ほ
ど
、
良
好
な
機
能

予
後
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
治
療
の
恩
恵
を
一
人
で
も
多
く
の

脳
梗
塞
患
者
が
受
け
る
た
め
に
は
、

一
般
市
民
へ
の
脳
卒
中
の
啓
発
や
救

急
隊
と
病
院
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は

医
療
機
関
同
士
の
連
携
を
進
め
、
１

分
で
も
早
く
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
有

し
た
専
門
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る

医
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。

　

脳
血
管
内
治
療
デ
バ
イ
ス
の
進
歩
も

日
進
月
歩
で
、
神
鋼
病
院
を
受
診
し

て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に
常
に
最
新

の
機
器
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■ 坂井信幸先⽣と脳動脈瘤コイル塞栓術
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■ 開頭クリッピング術

■ コイルで瘤内をパックし止血する

First coil packing 完全閉塞

■ Codman enterprise コ イ ル が 完 全 に 瘤 を
パックし、正常血管は
確保されています

泌尿器科・内科・循環器科

［つちだクリニック］

5

土田クリニック、

今回は、阪神青木駅のすぐそば、アットホームな雰囲気の「土田クリニック」をご紹介させて頂きます。、

　平成６年６月、泌尿器科(均先生)・内科(富

美子先生 ) で診療を開始しました。 ところが

その半年後、 診療もようやく落ち着いてきた

矢先の平成７年１月、 阪神大震災に見舞わ

れてしまいました。 青木地区は周辺の火災

診療を開始されてどれくらいになりますか︖

どのような患者さんが来院されますか︖

診療にあたり心掛けていることは何ですか︖

ひとこと

□ 神戸市東灘区北青木３丁目８-31
□ ＴＥＬ︓078-441-6610
□ 診療科︓泌尿器科･内科･循環器科
□ 休診日︓木曜･日曜･祝日･土曜午後
□ 診療時間

月
○
○

金
○
○

木
×
×

水
○
○

火
○
○

土
○
×

9:00～12:30

16:30～19:00

土田クリニック、

や高速道路の倒壊等大きな被害を受けましたが、 患者さんにも支えられ、 こ

の地で２人で診療を続けることができました。

　当院の周辺は、 震災以降に移り住まれた方々がおられる一方で、 元々地元

の方も多く住んでおられます。 高齢の患者さんが多く来院されますが、 そのお

子さんやお孫さんが来院されるなど親子３世代で通院される方が多くおられるの

も特徴です。

患者さんのお話を聴くということを大切にしています。 地域医療を重視していく

なかで、 患者さんの最も身近な存在である 「家庭医」 として、 食事や生活に

関することなど、 病気だけではなく 「人間を診る」 総合診療に努めています。

患者さんとの一期一会を大切にし、 日々勉強を重ねながら地域医療に貢献で

きればと考えています。




